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第1807回（本年度　第35回）例会　平成22年3月24日　－雨－

●司　会　　岩井　茂次ＳＡＡ
●点　鐘　　細谷　重徳会長
●斉　唱　　それでこそロータリー

卓話者のご紹介　　　　　　　　　　　細谷　重徳会長
会員卓話　渡辺　富士夫会長エレクト

来訪ロータリアンのご紹介　　　神田　正彦親睦委員長
県立大師高校インターアクト　原　加奈様

会長報告　　　　　　　　　　　　　　細谷　重徳会長
・米山功労賞　　中山　周二会員
・川崎稲生ＲＣ　創立２０周年ご案内　3/26
・川崎中央ＲＣ　創立２５周年記念式典ご案内
・漢城ＲＣ３５周年創立記念招待状
　　当クラブ３５周年の時に漢城ＲＣより１９名の方が
お越し下さいました。（野沢年度)
　　５/12.13.14（大勢の方の参加をお願いします)

幹事報告　　　　　　　　　　　　　　山村　友弘幹事
　再度回覧
　・財団学友　吉田様コンサート
　・米山記念館―館報・春季例大祭
　・地区より―タクシーに貼られたロータリー宣伝ステ
　　ッカー（3/1～31）アンケートの件
　回覧
　・ゆずりは園より広報紙
　・4/11（日）川崎中央ＲＣ創立２５周年―記念公演開
　　催。テレビでお馴染みのヤンキー先生の氏家さんの
　　講演（無料）です。
　　お時間のある方はご参加ください。
　・他クラブ例会変更案内

メークアップ
　野沢会員、林会員、大薮会員、竹田会員、矢野会員、
　秦会員

スマイルレポート（ニコニコボックス）
　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　善通副会長
川﨑マリーンＲＣ　山本　栄次様
　増田様、先日は見積もり届けて戴き大変有難うござい
ます。旨くいくと良いですね。

船山　昭三会員
　渡辺エレクトさんご苦労様です。

野沢　隆幸会員
　山本さん（川崎マリーンＲＣ）ようこそお出でいただ
きました。

松井　昭三会員
　桜開花の後の雨、次第に春の兆しが訪れて来ました。
週末と来週が楽しみです。

石川　庸会員
　過日の２１日（日）２２日（月）第２６回ＲＹＬＡが
無事に終了致しました。細谷会長、山村幹事には開校式
に出席いただき誠に有難うございました。とても嬉しく
誇りに感じました。又、竹中さん、武者さん、増田さん
多大なるご協力にも感謝しております。成功できたのは
皆さんのおかげです。忘れられない、僕のＲＹＬＡにな
りました。

清水　宏明会員
　日本テレビズームインで当社が紹介されました。

水口　衛会員
　台北西門ＲＣの記念式典に参加した皆様お疲れ様でし
た。

矢野　清久会員
　桜ポスター御参加の皆様、雨の中有難うございました。

山村　友弘会員
１.台北西門訪問の皆様大変お疲れ様でした。
２.本日ポスター貼り参加の皆様雨の中ご苦労様でした。

細谷　重徳会長
　渡辺エレクト、これからが大変です。ぺッツ（ｐｅｔ
ｗ）も終わり、もうすぐです。桜の絵（ポスター）取付
ご苦労様です。

本日のニコニコのテーマ
　渡辺年度まで約３カ月。皆一生懸命準備していますの
で応援お願い致します。
　仲川　文則会員、横山　俊夫会員、伊藤　善通会員、
　白石　浩司会員、弦巻　敏夫会員、船木　幸雄会員、
　岩﨑　寛会員、眞鍋　勝宏会員、大薮　善一会員、
　石渡　勝朗会員、増田　昌美会員、数見　勝彦会員、
　布野　真治会員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計48,000円

出席報告　　　　　　　　　　　小林　勇次出席委員長
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委員会報告

社会奉仕委員会　　　　　　　　　　矢野　清久委員長
　本日、桜のポスター貼りを行ってきました。小学校5
年生97名を対象にして雨の中ロータリアン7名の方にご
出席を頂きました。はがす時にも声をかけますので宜し
くお願い致します。

ロータリー情報委員会　　　　　　　野沢　隆幸委員長
　メールＢＯＸにファイヤーサイドミーティングの開催
日時と場所を明記した資料を入れました。4/5～4/8まで
に日程が集中しました。資料をお読み頂き出席いただけ
ればと思っております。リーダーの皆様方、会員の皆様
方のご協力をお願い致します。

親睦活動委員会　　　　　　　　　　神田　正彦委員長
　4/14（水）　お花見例会　6：00から恵の本さんにて
参加人数がまだ少ないので、皆様お誘い合わせの上御ご
参加下さい。

ゴルフ同好会　　　　　　　　　　　　布野　真治会員
　細谷年度第2回ゴルフコンペ　4/20（火）開催。
　場所は後日連絡します。盛上げる為にぜひ多くの方の
参加をお待ちしております。

台北西門ＲＣ33周年記念例会参加報告　布野　真治会員
　3/15～3/17　台北西門ＲＣ33周年記念例会に細谷会長
の代理として安藤元会長、武者会員、水口会員、私の4
人で参加して参りました。300名弱くらいの規模の会場
で行われました。荒川ＲＣが友好クラブから姉妹クラブ
への締結、漢城ＲＣからは会長自ら出席して35周年の宣
伝をしておりました。
　何代か前の西門ＲＣクラブの会長ピ・ピ・リバーが新
たに台湾西高ＲＣを作り認証、伝達式もその後行いまし
た。その時のパンフレットを回覧します。

卓話者　　　　　　　　　　　　渡辺　富士夫エレクト
会長エレクトセミナー（ペッツ）出席報告
 3/12　2010-11年度の会長エレクトセミナー（ペッツ）
に参加してきました。場所は新横浜ソシア21で行われま
した。
　第一グループから第八グループまでの会長エレクト総
勢61名、地区役員24名計85名で大変内容の濃い研修会で
した。
　最初に野坂ガバナーのご挨拶、川野ガバナーエレクト
より地区役員の紹介、第一グループの次年度のガバナー
補佐は川﨑ＲＣの市川様（稲毛神社）が選出されており
ます。川野ガバナーエレクトより1/18～24まで2010-11
年度の国際会議に出席し、次年度ガバナー研修をされて
きました。皆さん奥様ご同伴での研修会だったそうです。
　ちなみに世界の529地区のガバナーエレクトとの研修
会ですが、今年度は女性のガバナーが78名と大変多く出
ております。日本では34地区から女性は1人です。大阪
2640地区の米田眞理子さんです。この方とは日韓親善会
議で名刺交換をした時に、次年度2640地区でガバナーに
就任を致しますと言われていました。日本では2人目の
ガバナーです。非常に張り切っておられて次年度は頑張
っていきたいという話がございました。
　各ＲＩの方からの指示事項、2010-11年度のＲＩのテ
ーマについて説明。テーマを決めるにあたり
　１.ロータリアン以外の人にロータリーとは何かとい
　う目的を説明すること
　２.ロータリアンに自分たちの活動の意義を　認識し
　てもらうこと
　以上の目標を満たすテーマとして「地域を育み大陸を
つなぐ」というテーマに決定されました。国際ロータリ
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ーの中では2010-11年度の会長の強調事項として最優先
事項には
　１.「ポリオの撲滅」
　２.「青少年にかかわる活動」です。
　ＲＩの優先事項に続き、特にＲＩにおいての強調事項
が６項目ありました。内容については皆様にご一読して
あげて下さいということでしたので読み上げます。

１.平和と紛争の予防・紛争の解決―ロータリー財団は
　以下を通じて平和と紛争予防・紛争解決に実践を推進
　します。
　①草の根の平和活動の充実
　②地元リーダーを対象とした紛争の予防、仲裁に関す
　　る研修
　③紛争の影響下にある地域における長期的・平和的構
　　築活動の支援
　④紛争の影響を受けている社会的弱者の援助
　⑤平和と紛争予防、紛争解決に関する研究の支援

２.疾病予防と治療―ロータリー財団は以下を通じて疾
　病の原因と影響を減らします。
　①地元医療従事者の対応能力の改善
　②ＨＩＶ・マラリア・その他の主な疾病の蔓延予防
　③地元地域社会の医療設備の拡充
　④主な疾病の蔓延予防を目的とした地域社会の教育と
　　動員
　⑤疾病の予防と治療に関する研究の支援

３.水と衛生設備―ロータリー財団は以下を通じて人々
　が水と衛生設備を末長く利用できるようにします。
　①安全な飲み水と基本的な衛生設備を地域社会の人々
　　が公平に利用できるようにすること
　②持続可能な水と衛生システムを開発しこれを持続維
　　持していく地域社会の能力の向上
　③安全な水、公衆衛生管理に関する地域社会の人々の
　　教育
　④水と衛生設備に関連する研究の支援

４.母子の健康―ロータリー財団は以下を通じて母子の
　生命を改善します。
　①５歳未満の子どもの死亡率の削減
　②妊婦死亡の削減
　③母子の為に基本的医療サービスを研修を受けた医療
　　従事者の利用改善
　④母子の健康に関連する研究の支援

５.基本的教育と識字率の向上―ロータリー財団は以下
　を通じて教育と識字率を推進します。
　①子供たちが質の高い基本的教育を受けられるように
　　すること
　②教育における性別格差の減少
　③成人の識字率の向上
　④基本的教育と識字率の支援をする地域社会の能力の
　　向上
　⑤基本的教育と識字率向上に関連をする研究の支援

６.経済と地域社会の発展―ロータリー財団は以下を通
　じて人材投資をし、人々や地域社会を実質的かつ映像
　的に改善する経済環境を創ります。
　①地域社会における地元企業家や地域社会のリーダー、
　　特に女性の育成の強化
　②特に若者の為に相応かつ生産性の高い職に就くため
　　の雇用機会の開発
　③経済的発展を支援をするため地元団体や地域社会の
　　ネットワーク能力の開発
　④経済社会、地域社会との発展に関連をする研究の支援
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3月6日に全国拡大増強セミナー委員会に出席した内容で
いくつか抜粋しました話をします。
　１.会員増強になにより大切なことは、ガバナー、ガバ
　　ナー補佐、各クラブの会長、幹事、増強委員長が熱
　　心にそして真剣に取り組む姿勢である。
　２.会員数を増やすだけの会員増強ではなく男女を問わ
　　ずロータリーにふさわしい人、大成した人だけでは
　　なく将来成長が期待される人に入会を勧める。又入
　　会を勧める時は、熱意をもって何度でもロータリー
　　にとっては「是非あなたが必要ですよ」とお話をし
　　て頂きたいということでした。
　ＲＩの元会長の話として入会に際しては諦めずに誘い
続けてくれて、ともに心から感謝をしたいという話もあ
りました。すべての組織は自然に任せておくと当然高齢・
病気・死亡・転勤・人間関係の軋轢などで減少する。会
員を増やすことは組織の体力の強化、財政基盤を確立し
た充実した奉仕活動が出来るということですのでこの辺
を力を入れて貰いたいということでした。
　組織をいつも生き生きとさせておく為には、常に新し
い人材という財産をなくしてはロータリーの遂行な理想
の実現は不可能である。会員増強はロータリーの未来を
託す人材をいる事であり、会員増強がなければ我々は次
代への責任を果たすことが出来ない。という事が６項目
について話をされておりました。
　貴方がもしこれからロータリークラブに入会するとし
たら貴方は自分のクラブを選びますか？という問いかけ
について非常に私も反省しながら活動したいと思ってお
ります。
　以上が会員増強についてのお話でした。
　米山についての話もあり、1952年からこの制度を設立
して1年間で現在は約800名の奨学生を迎えています。今
までに支援をした奨学生数は累計で116カ国に渡り15,130
名（2009年4月現在）の奨学生を育んでおります。2590地
区では691名の奨学生を排出しております。２010-11年度
においては川崎クラブとして世話クラブで米山生が参り
ます。中国の方でキョウ・ウショウさん25歳、横浜国立
大学在学、当クラブで担当する米山委員長が増田会員で
すのでご協力のほど宜しくお願いします。米山の国際の
奨学事業として青少年交換、国際親善奨学金、世界平和
フェロー、米山奨学金等ありますがまたの機会にお話し
させて頂きたいと思います。川野年度でも地区の方針と
して出されておりますが、機会がありましたらお話しさ
せて頂きます。
　第一グループでの課題、やはりどのクラブも会員減少
で奉仕事業と予算に対し大変苦慮していることが現状で
した。大師においても年々会員減少に伴い財政と事業の
関連については非常に厳しい状況にあります。また40年
という周年事業が間近に迫っています。積み立てをして
行かなければ、なかなか事業としての難しさもあろうか
と思います。この辺も含めて皆様のご協力をお願いしな
がら検討していきたいと思います。
　次年度は皆様のご協力を頂きながら、一緒に奉仕活動
をしたいと思いますのでご協力のほどお願い致します。

卓話の御礼　　　　　　　　　　　　　細谷　重徳会長
　渡辺さん次期会長エレクトです。ぺッツと言い会長教
育の内容をお話し致しましたがこと細かく良く勉強され
ました。有難うございました。次期是非充実された会長
を宜しくお願いします。

日時：平成２２年４月１４日（水）
　　　本年度第３７回　通算１８０９回
　　　移動例会　お花見　　　　　　　　　　
　　　場所：恵の本
水口　衛／武者惠吾／増田昌美／岡　真治

クラブ
会　報
委員会

　以上がＲＩ会長の方からの強調事項です。
　2590地区の方針案は関連するところがありますが川野
ガバナーエレクトより10項目についてご提案がありまし
た。

１.ロータリーの綱領を推進し、ロータリーを楽しみま
　しょう。
２.ポリオの撲滅、青少年にかかわる活動及びＲＩの強
　調事項としての人道的支援に関する活動を推進する。
３.各クラブの自主性を尊び、クラブ奉仕の充実を図り、
　職業奉仕の重要性を理解しましょう。
４.各クラブ５％以上の会員増をお願いします。
５.青少年活動は最優先事項であり、活発な新世代の育
　成プロジェクトを展開して下さい。
６.ロータリー財団の寄付―会員一人当たり120ドルおよ
　び各クラブからはベネファクターは2名以上を目標に
　して下さい。
７.米山奨学会への寄付―一会員あたり年間25,000円を
目　標にしています。
８.広報の重要性の認識―情報の活性化によるロータリ
ー　活動の円滑化をたかめましょう。
９.「地域を育み大陸をつなぐ」に沿った四大奉仕プロ
ジ　ェクトを実施して下さい。
10.国際の理解、親善平和を育みながらロータリー財団、
　米山奨学会の主旨をご理解いただきより推進をしまし
　ょう。

　川野ガバナーエレクトより「一人は会員ために、会員
は一人のために」ということで以上の地区の方針をお話
しされました。
　執行部より
　１.クラブ会長の任務と心得について、
　２.クラブ会員拡大増強について、
　３.ロータリー財団について、
　４.米山奨学事業に対する説明がありました。

　八班に分かれてガバナー補佐の市川さんと地区幹事が
進行役で進めました。
　議題は
　１.自分のクラブの課題について
　２.クラブと地区との活動の連携について

　グループ討議に入りました。各クラブのエレクトより
自クラブの課題ということで、大師クラブにおいては会
員の出席率の向上についてお話し致しました。他のクラ
ブはどのクラブも会員数の減少には非常に悩んでおりま
すということです。2000年度からの会員の推移をみます
と2590地区だけでも608名の会員が減少しています。全
体の中でも20％が減少しているということです。大師ク
ラブでは2000年度が80名でした。それ以後拡大をして
100名以上の時もありましたが、現在は70数名になって
いるのが現況です。当然経済情勢も含めてどのクラブも
会員増強がすべての問題に優先する課題だと思いました。
当然退会防止についても十分検討をしなければなりませ
ん。　やはり会員の減はクラブの財政および組織力に大
きな影響を与えますので、各クラブとも積極的に会員増
強に努めたいということでした。2番目のクラブと地区
との活動の連携については、各クラブとも如何に例会を
充実させるかという事が主体でありました。例会の中で
何を魅力ある例会づくりをしたいかという意見の中で、
基本的には卓話が占める割合が非常に大きいのではない
かという話でした。卓話の内容についても各クラブの中
で情報交換をしながら、非常にあの卓話は良かったとい
う人がおりましたら、情報交換して再度呼ぶという事も
いいのではないかという話もありました。
　会員増強について地区の拡大増強委員長倉木様が22年
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